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皇
室
会
議
に
お
け
る
菅
官
房
長
官
の
役
割
に
関
す
る
質
問
主
意
書

十
二
月
一
日
、
天
皇
陛
下
の
退
位
時
期
に
つ
い
て
議
論
す
る
た
め
皇
室
会
議
が
開
か
れ
る
が
、
そ
の
前
日
十
一
月
三
十
日
、

皇
室
会
議
が
開
催
さ
れ
る
予
定
の
部
屋
が
報
道
陣
に
公
開
さ
れ
た
。
部
屋
は
宮
内
庁
庁
舎
の
三
階
に
あ
る
特
別
会
議
室
で
、
議

長
を
務
め
る
首
相
を
中
心
に
議
員
の
席
が
円
状
に
並
ぶ
中
、
こ
の
円
を
構
成
す
る
位
置
に
陪
席
予
定
の
菅
義
偉
官
房
長
官
の
席

が
用
意
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
に
開
か
れ
た
皇
室
会
議
に
も
宮
内
庁
次
長
や
東
宮
大
夫
ら
が
陪
席
し
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
席
は
壁
際
に
用
意
さ

れ
、
皇
室
会
議
の
議
員
の
輪
に
加
わ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
官
房
長
官
用
と
さ
れ
た
机
は
安
倍
総

理
の
正
面
に
位
置
し
、
こ
れ
ま
で
の
皇
室
会
議
で
は
宮
内
庁
長
官
が
座
っ
て
い
る
位
置
で
あ
っ
た
と
承
知
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
事
実
を
踏
ま
え
、
菅
官
房
長
官
の
皇
室
会
議
に
お
け
る
役
割
を
確
認
し
た
い
の
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

皇
室
典
範
第
二
十
八
条
で
は
「
皇
室
会
議
は
、
議
員
十
人
で
こ
れ
を
組
織
す
る
」
と
さ
れ
、
同
条
第
二
項
で
は
「
議
員

は
、
皇
族
二
人
、
衆
議
院
及
び
参
議
院
の
議
長
及
び
副
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
宮
内
庁
の
長
並
び
に
最
高
裁
判
所
の
長
た

る
裁
判
官
及
び
そ
の
他
の
裁
判
官
一
人
を
以
て
、
こ
れ
に
充
て
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
官
房
長
官
は
皇
室
会
議
の
議

員
で
は
な
い
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。

一



二

日
本
国
憲
法
下
の
皇
室
会
議
で
、
陪
席
と
い
う
形
で
は
な
く
、
官
房
長
官
が
皇
室
会
議
の
議
員
と
同
じ
よ
う
な
着
席
形
式

で
会
議
に
参
加
し
た
こ
と
は
あ
る
の
か
。

三

今
次
の
皇
室
会
議
に
お
い
て
、
菅
官
房
長
官
は
ど
の
よ
う
な
資
格
で
出
席
す
る
の
か
。
ま
た
皇
室
典
範
の
い
う
と
こ
ろ
の

皇
室
会
議
の
「
議
事
」
に
参
加
し
、
発
言
は
許
さ
れ
る
の
か
。

四

今
次
の
皇
室
会
議
に
お
い
て
、
議
員
で
は
な
い
菅
官
房
長
官
を
こ
れ
ま
で
宮
内
庁
次
長
や
東
宮
大
夫
ら
が
陪
席
し
た
前
例

と
は
異
な
り
、
席
を
壁
際
に
用
意
せ
ず
、
皇
室
会
議
の
議
員
の
輪
に
加
わ
る
よ
う
に
し
た
理
由
は
何
か
。
政
府
の
見
解
を
示

さ
れ
た
い
。

五

平
成
二
十
九
年
六
月
九
日
、
安
倍
総
理
は
、
天
皇
陛
下
の
退
位
を
可
能
に
す
る
特
例
法
案
が
参
院
本
会
議
で
可
決
、
成
立

し
た
こ
と
を
受
け
、
「
法
律
の
重
要
性
に
鑑
み
、
衆
参
両
院
の
議
長
、
副
議
長
に
尽
力
を
い
た
だ
き
、
ま
た
会
派
の
皆
様
の

協
力
を
い
た
だ
き
、
静
謐
な
環
境
の
中
で
速
や
か
に
成
立
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
、
改
め
て

敬
意
を
表
し
た
い
」
と
発
言
し
た
。
こ
の
よ
う
な
発
言
と
皇
室
会
議
の
議
員
で
は
な
い
官
房
長
官
の
席
を
皇
室
会
議
の
議
員

の
輪
に
加
わ
る
よ
う
に
し
た
こ
と
は
、
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。
皇
室
会
議
の
政
治
主
導
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の
で
、
「
静

謐
な
環
境
の
中
」
で
の
議
論
と
は
相
い
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二



右
質
問
す
る
。

三


